5.1.2　影響予測

予測項目は、埋立作業による事業計画地周辺の粉じん、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質並びに廃棄物等運搬車両の走行による走行ルート沿道の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質とした。

（1） 埋立作業による粉じん

1） 予測概要
埋立作業による事業計画地周辺への粉じん飛散の影響について予測した。

予測の概要は、表5-1-8に示すとおりである。

表5-1-8　埋立作業による粉じんの予測概要
	予測項目
	粉じんの飛散の程度

	予測地点
	事業計画地周辺

	予測手法
	ビューフォート風力階級を用いた風向別・風速階級別出現頻度による定性的予測

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


1 予測の基本的な考え方

埋立作業等による粉じんの飛散の程度を定量化する知見は十分に整備されていないことから、地域の気象特性を踏まえた上で、粉じん対策を考慮した定性的な予測を行った。

2 予測地点

予測地点は、周辺の住居を考慮し、事業計画地周辺とした。

3 予測手法

予測手法は、ビューフォートの風力階級による定性的予測とした。
4 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とした。
5 予測条件

予測条件は、事業計画及び気象等を基に設定した。
＜事業計画の条件＞

・埋め立てる廃棄物の種類及び性状

・埋立計画、覆土計画

・施設の配置（外周の植栽、フェンス等）

＜気象条件＞

・事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果を基に風向別・風速階級別出現頻度を整理して、予測条件とした。
2） 予測結果
事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校：平成21年度）の風向・風速データより、ビューフォート風力階級表に基づく風向別・風速階級別出現頻度を整理した結果は、表5-1-9に示すとおりである。

ビューフォート風力階級表によれば、砂やほこりが立ちはじめるのは風力階級４以上となっている。風向別・風速階級別出現頻度の結果では、風力階級４以上が発生する頻度は年間で3.8％（風力階級４：3.4％、風力階級５：0.4％）と低い頻度となっていた。
また、処分場からの土砂等の飛散防止のため、周囲には植樹を行うとともに、外周にはフェンスを設けており、さらに、状況により散水車を用いた散水等の対策を行っている。さらに、処分場周辺には森林緑地が広がっていることから、粉じんの飛散防止となっている。

以上のことから、埋立作業による粉じんの影響は小さいと予測された。

なお、本処分場が本格稼動してからこれまでの間、粉じんに関する苦情は寄せられていないことからも、粉じんによる周辺地域への影響は小さいと考えられる。

表5-1-9　ビューフォート風力階級表に基づく風向別・風速階級別出現頻度
	風力

階級
	開けた平らな地面から10mの高さにおける相当風速（m/s）
	説明（陸上）
	　緑ヶ丘小学校局（高さ10mの換算値）

	
	
	
	風力

階級別

頻度※2
（％）
	風力階級別最多風向
	風速階級別・風向別

出現頻度（％） [------]

平均風速（m/s）[―――]



	
	
	
	
	風向
	頻度※2
（％）
	平均

風速

（m/s）
	

	０
	0.0から 0.4※1以下
	静穏、煙はまっすぐに昇る。※1
	　2.9
	－
	－
	CALM
	－

	１
	0.5以上 1.6未満
	風向は、煙がなびくのでわかるが風見には感じない。※1
	　44.6
	SSE
	 6.6
	  1.0
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	37.0
	W
	5.3
	2.5
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	３
	3.4以上 5.5未満
	木の葉や細い小枝がたえず動く。軽い旗が開く。
	11.7
	WSW
	3.0
	4.3
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資料：｢固定焼却施設における大気汚染物質の排出係数に係る調査報告書｣

　 　（昭和51年 環境庁）



	４
	5.5以上 8.0未満
	砂やほこりが立ち、紙片が舞い上がる。小枝が動く。
	3.4
	WSW
	1.2
	6.3
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	５
	8.0以上10.8未満
	葉のあるかん木が揺れ始める。

池や沼の水面に波がしらが立つ。
	0.4
	WSW
	0.1
	8.9
	[image: image5.wmf] 



	６
	10.8以上13.9未満
	大枝が動く。電線が鳴る。かさは、さしにくい。
	0.0
	－
	－
	－
	－

	注）　※1：
	実際の風速階級0及び1は、0.0から0.3未満、0.3以上1.6未満であるが、収集した風向・風速データは、風速0.4m/s以下における風向を静穏としているため、風速階級0及び1の境界の風速にこの0.4m/sを適用することとした。

	※2：
	風力階級別頻度及び風向別頻度については、年間の調査結果に対する割合




埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

埋立作業による事業計画地周辺への二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響について予測した。

1） 予測概要
予測の概要は、表5-1-10に示すとおりである。

表5-1-10　埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測概要
	予測項目
	二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

	予測範囲

(図4-3)
	事業計画地周辺

	予測手法
	拡散計算式（プルーム・パフモデル）

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


①　予測の基本的な考え方

埋立作業に伴い発生する二酸化窒素及び浮遊粒子状物質を、数値シミュレーションによる定量的な手法により予測を行った。
②　予測地点

予測地点は、周辺の住居を考慮し、事業計画地周辺とした。
③　予測手法

埋立作業による濃度の予測は、拡散計算式により行った。また、これにより求めた埋立作業による濃度を、現況における環境濃度と重合して将来濃度を予測した。

予測手法は、図5-1-4に示すとおりである。
[image: image6.wmf]Ｃ＝

Σ Σ Σ （Ｃ�

ijk

・ｆ

ijk

）

  i     j     k



図5-1-4　埋立作業による排ガスの予測手順
ア　予測モデル

(ｱ)有効煙突高さ

埋立作業機械の有効煙突高さは、一般的な埋立作業機械の煙突高さ（H0 = 約3m）に排ガス上昇高さ（ΔH = 約2m）を考慮し、５ｍとした。
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ここで、

(ｲ)拡散計算式

有風時(風速1.0m/s以上)はプルーム式、弱風時(0.4m/s＜風速＜1.0m/s)及び無風時(風速0.4m/s以下)はパフ式を用いた。

また、プルーム・パフ式は一風向内で濃度が一様に分布していると考えた場合のモデル式を用いた。

《有風時（風速1.0m/s 以上）》
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ここで、
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《弱風時（0.4m/s＜風速＜1.0m/s）》
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ここで、
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　　図 5-1-6　窒素酸化物寄与濃度の予測結果図

大気質の予測範囲（2km×2km）
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　　図 5-1-7　浮遊粒子状物質寄与濃度の予測結果図

大気質の予測範囲（2km×2km）
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《無風時（風速0.4m/s 以下）》
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ここで、
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(ｳ)拡散パラメータ

 《有風時（風速1.0m/s 以上）》
有風時の拡散パラメータσy,σzは図5-1-5に示すパスキル・ギフォード図をもとにした近似係数（表5-1-11及び表5-1-12）を用いた。
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資料：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究対策センター、平成12年12月）
図5-1-5 風下距離の関数としてのパスキル・ギフォードのσy及びσz
表5-1-11 パスキル・ギフォード図の近似係数（σy）

σy(x)=γy・xαy
	安定度
	αy
	γy
	風下距離x (m)

	Ａ
	0.901
	0.426
	0
	～
	1,000

	
	0.851
	0.602
	1,000
	～
	

	Ｂ
	0.914
	0.282
	0
	～
	1,000

	
	0.865
	0.396
	1,000
	～
	

	Ｃ
	0.924
	0.1772
	0
	～
	1,000

	
	0.885
	0.232
	1,000
	～
	

	Ｄ
	0.929
	0.1107
	0
	～
	1,000


	
	0.889
	0.1467
	1,000
	～
	

	Ｅ
	0.921
	0.0864
	0
	～
	1,000

	
	0.897
	0.1019
	1,000
	～
	

	Ｆ
	0.929
	0.0554
	0
	～
	1,000

	
	0.889
	0.0733
	1,000
	～
	

	Ｇ
	0.921
	0.0380
	0
	～
	1,000

	
	0.896
	0.0452
	1,000
	～
	


資料：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究対策センター、平成12年12月）

表5-1-12 パスキル・ギフォード図の近似係数（σz）

σz(x)=γz・xαz
	安定度
	αz
	γz
	風下距離x (m)

	Ａ
	1.122
	0.0800
	0
	～
	300

	
	1.514
	0.00855
	300
	～
	500

	
	2.109
	0.000212
	500
	～
	

	Ｂ
	0.964
	0.1272
	0
	～
	500

	
	1.094
	0.0570
	500
	～
	

	Ｃ
	0.918
	0.1068
	0
	～
	

	Ｄ
	0.826
	0.1046
	0
	～
	1,000

	
	0.632
	0.400
	1,000
	～
	10,000

	
	0.555
	0.811
	10,000
	～
	

	Ｅ
	0.788
	0.0928
	0
	～
	1,000

	
	0.565
	0.433
	1,000
	～
	10,000

	
	0.415
	1.732
	10,000
	～
	

	Ｆ
	0.784
	0.0621
	0
	～
	1,000

	
	0.526
	0.370
	1,000
	～
	10,000

	
	0.323
	2.41
	10,000
	～
	

	Ｇ
	0.794
	0.0373
	0
	～
	1,000

	
	0.637
	0.1105
	1,000
	～
	2,000

	
	0.431
	0.529
	2,000
	～
	10,000

	
	0.222
	3.62
	10,000
	～
	


資料：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究対策センター、平成12年12月）

《弱風及び無風時（風速1.0m/s 未満）》

弱風時及び無風時の拡散パラメータは、パスキル・ギフォード図をもとに設定した値（表5-1-13）を用いた。

表5-1-13 弱風及び無風時の拡散パラメータ

(単位：m)

	安定度
	弱風時(0.5～0.9m/s)
	無風時(≦0.4m/s)

	
	α
	γ
	α
	γ

	Ａ
	0.748
	1.569
	0.948
	1.569

	Ａ－Ｂ
	0.659
	0.862
	0.859
	0.862

	Ｂ
	0.581
	0.474
	0.781
	0.474

	Ｂ－Ｃ
	0.502
	0.314
	0.702
	0.314

	Ｃ
	0.435
	0.208
	0.635
	0.208

	Ｃ－Ｄ
	0.342
	0.153
	0.542
	0.153

	Ｄ
	0.270
	0.113
	0.470
	0.113

	Ｅ
	0.239
	0.067
	0.439
	0.067

	Ｆ
	0.239
	0.048
	0.439
	0.048

	Ｇ
	0.239
	0.029
	0.439
	0.029


資料：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究対策センター、平成12年12月）

(ｴ)重合計算

拡散計算式で算出される濃度は、各気象区分ごとの値であることから、この濃度と各気象区分の出現頻度から次式を用いて重合し、年平均値を求めた。
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ここで、
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④　予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。
⑤　予測条件

ア　大気汚染物質排出量の算定方法

事業計画地における埋立作業機械の稼動による大気汚染物質排出量の算定手順は、以下に示すとおりである。

(ｱ)燃料使用量の算出

　埋立作業機械の燃料使用量は、次式により算出した。

なお、各機械の定格出力と燃料消費率は、表5-1-14に示すとおり設定した。
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表5-1-14　埋立作業機械の定格出力及び燃料消費率
	発　生　源
	諸　　元
	定格出力

(kw)
	馬力

(PS)
	燃料消費率

(L / PS・h)
	燃料

種類
	稼働台数

	油圧ショベル313BCR
	山積0.45m3、平積0.37m3
	62.5
	85
	0.108
	軽油
	2

	ブルドーザD5MLGP
	運転質量12,600kg
	78
	106
	0.111
	軽油
	1


注) 燃料使用量は「環境影響評価における原単位の整備に関する調査報告書」（平成4年3月 環境庁）のブルドーザ（普通）、バックホウ（油圧式クローラー型）のデータをもとに設定した。
(ｲ)排出量の算出

　埋立作業機械からの大気汚染物質排出量は、次式により算出した。
　算出結果は、表5-1-15に示すとおりである。

・窒素酸化物
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表5-1-15　発生源1台当たりの大気汚染物質排出量

	発生源
	窒素酸化物（Nm3 / h）
	浮遊粒子状物質（kg / h）

	油圧ショベル313BCR
	0.067
	0.014

	ブルドーザD5MLGP
	0.085
	0.018


 (ｳ)発生源位置（埋立作業機械の稼動位置）の設定

発生源位置は、埋立作業機械による作業が行なわれる増設区域の直近住居側である北東側境界付近とした。

イ　気象条件

予測に用いた気象条件は、事業計画地に近い大気汚染常時監視測定局である緑ヶ丘小学校局（大阪府所管、和泉市緑ヶ丘３－４－１）の平成21年度（2009年4月～2010年3月）の気象観測結果を基に設定した。

(ｱ)風向・風速

風向については、16方位及び無風時（風速≦0.4m/s）とした。また、風速階級区分は、表5-1-16に示すとおりとし、有風時の代表風速は、各風速階級区分内の平均風速とした。
表5-1-16　風速階級区分と代表風速

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m/s）

	風速階級
	無風時
	弱風時
	有　　風　　時

	
	0.4以下
	0.5～0.9
	1.0～1.9
	2.0～2.9
	3.0～3.9
	4.0～5.9
	6.0～7.9
	8.0～

	代表風速
	0.0
	0.7
	1.5
	2.5
	3.5
	5.0
	7.0
	9.0


注）代表風速は、風速階級区分内平均値とした。

(ｲ)大気安定度

大気安定度については、大阪管区気象台における平成21年度の気象観測結果（日射量、雲量）から、表5-1-17に示すパスキル安定度階級分類表により分類した。

表5-1-17 パスキル安定度階級分類表（日本式）

	風速(U)

(m/s)
	日射量 (cal / cm2・h)
	本　曇

（8～10）

日中・夜間
	夜　間

	
	≧50
	49～25
	≦24
	
	上層雲（5～10）

中下層雲（5～7）
	雲　量

（0～4）

	u＜2
	Ａ
	Ａ－Ｂ
	Ｂ
	Ｄ
	Ｇ
	Ｇ

	2≦u＜3
	Ａ－Ｂ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	Ｆ

	3≦u＜4
	Ｂ
	Ｂ－Ｃ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｄ
	Ｅ

	4≦u＜6
	Ｃ
	Ｃ－Ｄ
	Ｄ
	Ｄ
	Ｄ
	Ｄ

	 6≦u
	Ｃ
	Ｄ
	Ｄ
	Ｄ
	Ｄ
	Ｄ


 資料：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究対策センター、平成12年12月）
ウ　バックグラウンド濃度

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、予測地点に最も近い大気汚染常時監視測定局（一般局）である緑ヶ丘小学校局の平成21年度の年平均値とした。

表5-1- 18　予測に用いたバックグラウンド値
	項目
	バックグラウンド濃度

	窒素酸化物(ppm)
	0.011

	浮遊粒子状物質(mg/m3)
	0.024


エ　窒素酸化物から二酸化窒素への変換

窒素酸化物については、環境基準が二酸化窒素で定められていることから二酸化窒素に変換して評価を行う必要がある。このため、平成17年度から平成21年度の５年間における和泉市を含む大阪府南域（大和川以南、大阪市及び八尾市境界より南とした。）の大気汚染常時監視測定局（一般局）の測定データを用い、窒素酸化物濃度と二酸化窒素濃度の年平均値を回帰分析して得られた回帰式を求めた。

この回帰式に窒素酸化物の予測結果を当てはめ、窒素酸化物から二酸化窒素への換算を行った。

変換式（回帰式）は、表5-1-19に示すとおりである。

表5-1-19　窒素酸化物濃度と二酸化窒素濃度との回帰分析結果
	区分
	変換式
	サンプル数（n）
	相関係数（r）

	窒素酸化物から

二酸化窒素への変換式
	Ｙ＝0.3619Ｘ0.7976
	126
	0.971

	注）1.回帰式は、年間6000時間以上の測定値が得られた測定局を対象として求めたものである。

2.Ｘ：窒素酸化物濃度の年平均値 (ppm)、Ｙ：二酸化窒素濃度の年平均値 (ppm)


ク　年平均値から日平均値の年間98%値等への換算

予測結果は年平均値で求めたが、環境基準の適合状況を評価するためには、二酸化窒素については１時間値の１日平均値の年間98％値、浮遊粒子状物質については１時間値の１日平均値の年間２％除外値に変換する必要がある。このため、あらかじめ平成17年度から平成21年度の５年間における和泉市を含む大阪府南域（大和川以南、大阪市及び八尾市境界より南とした。）の大気汚染常時監視測定局（一般局）の測定データを用い、年平均値と日平均値の年間98％値または２％除外値を回帰分析して得られた回帰式を求めた。

これらの回帰式に年平均値の予測結果を当てはめ、日平均値の年間98％値等への換算を行った。

変換式（回帰式）は、表5-1-20に示すとおりである。
表5-1-20　大気汚染物質濃度の年平均値と日平均値の年間98％値等の回帰分析結果
	区分
	変換式
	サンプル数（n）
	相関係数（r）

	二酸化窒素（年平均値）と

二酸化窒素日平均値の年間98％値

との回帰式
	※1

Ｙ＝1.5170Ｘ＋0.0094
	126
	0.926

	浮遊粒子状物質（年平均値）と

浮遊粒子状物質の２％除外値

との回帰式
	※2

Ｙ＝2.1287Ｘ＋0.0049
	126
	0.762


注）1.回帰式は、年間6000時間以上の測定値が得られた測定局を対象として求めたものである。
2.※1 Ｘ：二酸化窒素濃度の年平均値(ppm),Ｙ：二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値(ppm)
3.※2 Ｘ：浮遊粒子状物質濃度の年平均値(mg/m3),Ｙ：浮遊粒子状物質濃度の日平均値の２％除外値(mg/m3)
2） 予測結果

年平均値の予測結果は表5-1-21及び表5-1-22、寄与濃度の分布図は図5-1-6及び図5-1-7に示すとおりである。

二酸化窒素については、直近住居側敷地境界における年平均値の寄与濃度(NOX)は、0.001234ppmとなり、これにバックグラウンド濃度を考慮すると、0.012ppmとなり、１日平均値の年間98％値(NO2)に変換すると0.026ppmと予測された。また、直近住居における年平均値の寄与濃度は0.000068ppmと小さいものであり、１日平均値の年間98％値に変換すると0.025ppmと予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。

浮遊粒子状物質については、直近住居側敷地境界における年平均値の寄与濃度は、0.000254mg/m3となり、これにバックグラウンド濃度を考慮すると、１日平均値の２％除外値に変換すると0.057mg/m3と予測された。また、直近住居における寄与濃度は0.000014mg/m3と小さいものであり、１日平均値の年間２％除外値に変換すると0.056mg/m3と予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。

また、寄与濃度の最大着地濃度地点は、事業計画地内となったため、参考値としたが、予測結果は二酸化窒素の１日平均値の年間98％値で0.027ppm、また、浮遊粒子状物質の１日平均値の２％除外値で0.057mg/m3と予測され、ともに環境基準値を下回っていた。

なお、埋立作業機械の位置は、増設区域の直近住居側の敷地境界付近としたが、実際には広大な処分場内を移動しながら順次埋立作業を行うため、直近住居側敷地境界での寄与濃度は、予測結果よりも低くなるものと考えられる。
また、環境濃度に対する寄与割合は、窒素酸化物で0.61～16％、浮遊粒子状物質で0.06～1.8％となっていた。
表5-1-21 窒素酸化物・二酸化窒素の予測結果（年平均値）    

	（単位：ppm）

	予測地点
	①埋立作業機械

による

寄与濃度

(NOx)
	②バック

グラウンド

濃度

(NOx)
	③環境濃度

〔①＋②〕

(NOx)
	環境濃度

(NO2)
	日平均値の

年間98％値

(NO2)
	環境基準

	直近住居側

敷地境界
	0.001234
	0.011
	0.012

(10%)
	0.0108
	0.026
	日平均値の

年間98％値が

0.04～0.06ppmの

ゾーン内または

それ以下

	直近住居
	0.000068
	0.011
	0.011

(0.61%)
	0.0100
	0.025
	

	（参考）

最大着地濃度
	0.002152
	0.011
	0.013

(16%)
	0.0114
	0.027
	

	注）1.表中のNOxは窒素酸化物、NO2は二酸化窒素を示す。

2.環境濃度(NOx)欄の(  )内の値は埋立作業機械の寄与濃度(NOx)の環境濃度(NOx)に占める割合〔①／③×100〕を示す。3.表中の(参考)は、最大着地濃度が事業計画地内に出現したため参考値とした。


表5-1-22 浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値）
	（単位：mg/m3）

	予測地点
	①埋立作業機械

による

寄与濃度
	②バック

グラウンド

濃度
	③環境濃度

〔①＋②〕
	日平均値の

年間2％除外値
	環境基準

	直近住居側

敷地境界
	0.000254
	0.024
	0.0243

(1.1%)
	0.057
	日平均値の

年間２%除外値が0.1mg/m3以下

	直近住居
	0.000014
	0.024
	0.0240

(0.06%)
	0.056
	

	（参考）

最大着地濃度
	0.000443
	0.024
	0.0244

(1.8%)
	0.057
	

	注）1.環境濃度(NOx)欄の(  )内の値は埋立作業機械の寄与濃度の環境濃度に占める割合〔①／③×100〕を示す。

2.表中の(参考)は、最大着地濃度が事業計画地内に出現したため参考値とした。


[image: image22.emf]=

x

2

+y

2

R

2


図5-1-6　埋め立て機械前回の予測結果（ＮＯｘ）
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図5-1-7　埋め立て機械前回の予測結果（ＳＰＭ）
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